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No.19 臨時号

　６月４日、待望の富士山静岡空港が開港し、午前
８時50分、福岡空港行きの一番機が多くの県民に見
送られ飛び立ちました。

位置：東経138度10分34秒
　　　北緯34度50分11秒
　　　　　　　　（市役所）
面積：315.88㎢
人口：103,827人
世帯数：35,155世帯
（平成21年６月末現在）

富士山静岡空港オープン
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５
月
24
日
の
選
挙
に
よ
り
、
市
民
の
代
表
と
し
て
23
人
の
議
員
が
当
選
。
６
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
定
例
会
で
正
・
副
議
長
は
じ
め

と
す
る
議
会
構
成
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
多
く
の
議
員
の
皆

さ
ま
に
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
議
長

に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
心
豊
か
な
生

活
と
快
適
な
環
境
を
前
進
さ
せ
、

安
全
・
安
心
の
生
活
を
実
現
す
る

た
め
、
活
発
な
議
会
活
動
が
で
き

る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

本
年
六
月
四
日
開
港
し
た
富
士

山
静
岡
空
港
を
今
後
の
島
田
市
発

展
の
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
よ

う
、
空
港
を
生
か
し
た
物
流
拠
点

の
整
備
、
大
学
・
研
究
機
関
・
企
業

の
積
極
的
な
誘
致
に
挑
戦
し
、
若

者
が
安
心
し
て
働
け
る
ま
ち
づ
く

り
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
が
減
少
す
る
中
、
一
番
大
切
な

市
民
の
皆
さ
ま
の
年
金
・
医
療
・

介
護
、
福
祉
、
子
育
て
支
援
等
の

社
会
保
障
の
充
実
と
向
上
の
た
め

の
安
定
し
た
財
源
の
確
保
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
本
年
四
月
「
議
会
基

本
条
例
」
を
制
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
精
神
を
十
分
生
か
し
、
市

民
に
開
か
れ
た
議
会
と
し
て
、
情

報
公
開
や
議
会
報
告
会
を
定
期
的

に
持
ち
、
説
明
責
任
を
十
分
に
果

た
し
て
い
く
こ
と
を
決
意
し
て
お

り
ま
す
。

　

政
治
の
目
的
は
「
個
人
の
幸
福

と
社
会
の
繁
栄
を
一
致
さ
せ
る
こ

と
」
ま
た
、
政
治
は
「
福
祉
の
技

術
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
と
対
話
し
、
そ

う
し
た
皆
さ
ま
の
声
を
も
と
に
議

会
の
場
で
議
員
が
大
い
に
議
論
し
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
誇
れ
る
日
本

一
の
ま
ち
島
田
市
の
建
設
に
向
け

力
の
限
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

　

今
後
と
も
、
ご
指
導
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
六
月
定
例
会
に
お

い
て
、
副
議
長
に
就
任
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
、
議
会
は
市

民
の
幸
せ
を
第
一
義
に
考
え
行
動

し
て
行
く
「
言
論
の
府
」
で
す
。

議
会
が
市
民
の
幸
せ
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
可
能
な
限
り
模
索
し
、

議
論
し
、
平
和
な
前
進
が
で
き
る

よ
う
に
、
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
、
今
、
議
員
と
し
て
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
そ
の
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

　

聖
徳
太
子
の
十
七
条
の
憲
法
の

中
に
、「
一
に
曰い

わ

く
和
を
以
て
貴と

う
と

し

と
為な

し
」
と
あ
り
ま
す
。

　

く
し
く
も
、
本
年
わ
が
島
田
市

に
お
い
て
和
文
化
教
育
第
五
回
全

国
大
会
島
田
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
日
本
の
伝
統
を
意
味
す
る

「
和
」
は
平
和
の
「
和
」
で
も
あ

り
、
年
金
、
福
祉
、
医
療
、
介
護
、

子
育
て
支
援
な
ど
、
市
民
に
と
っ

て
重
要
な
市
の
政
策
も
そ
の
根
底

に
「
和
」
の
心
が
必
要
で
あ
る
と

私
は
思
い
ま
す
。

　
「
民
主
主
義
の
原
点
は
地
方
議

会
に
あ
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に

ま
ず
議
会
が
「
和
」
を
尊
び
、
全

国
に
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
議
会
を

目
指
し
、
ま
た
、
市
民
が
誇
り
を

持
っ
て
暮
ら
せ
る
島
田
市
に
な
り

ま
す
よ
う
、
一
生
懸
命
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
議
会
の
運
営
に
関
す
る
こ

と
や
、
議
長
の
諮
問
に
関
す

る
審
査
等

　
委 

員 

長

　
　
　

溝み
ぞ

下し
た　

一か
ず

夫お

　
副
委
員
長

　
　
　

橋は
し

本も
と　
　

清
き
よ
し

　
委
　
　
員

　
　
　

八や

木ぎ　

伸の
ぶ

雄お

　
　
　

杉す
ぎ

村む
ら　

要よ
う

星せ
い

　
　
　

曽そ

根ね　

嘉よ
し

明あ
き

　
　
　

原は
ら

木き　
　

忍
し
の
ぶ

　
　
　

松ま
つ

本も
と　
　

敏
さ
と
し

　
　
　

佐さ

野の　

義よ
し

晴は
る

議
長冨と

み　

澤ざ
わ　

保や
す　

宏ひ
ろ

副
議
長平ひ

ら　

松ま
つ　

吉よ
し　

祝の
り

議
会
運
営
委
員
会
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総
務
消
防
常
任
委
員
会

民
生
病
院
教
育
常
任
委
員
会

経
済
建
設
文
化
常
任
委
員
会

委
員

委
員

委
員

副
委
員
長

副
委
員
長

副
委
員
長

委
員
長

委
員
長

委
員
長

企
画
、
財
政
、
交
通
、
消
防
に
関
す
る
審
査
等

保
健
、
福
祉
、
医
療
、
教
育
に
関
す
る
審
査
等

農
林
、
商
工
業
、
都
市
整
備
、
道
路
・
水
路
・
河
川

の
整
備
、
ス
ポ
ー
ツ
、
観
光･

文
化
に
関
す
る
審
査
等

（
企
画
部
、
総
務
部
、
消
防
本
部
な
ど
を
担
当
）

（
市
民
福
祉
部
、
市
民
病
院
、
看
護
専
門
学
校
、

教
育
委
員
会
を
担
当
）

（
環
境
経
済
部
、
建
設
部
、
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
を
担
当
）

藤
ふじも と よ し お

本善男

原
は ら き

木　 忍
　しのぶ

紅
くればやし

林　 貢
　みつぐ

清
し み ず た だ し

水唯史

桜
さくら い よ う こ

井洋子

橋
はしもと

本　 清
　きよし

大
おお い し せ つ お

石節雄

八
や ぎ の ぶ お

木伸雄

星
ほ し の て つ や

野哲也

杉
すぎむらようせい

村要星

村
む ら た ち づ こ

田千鶴子

曽
そ ね よ し あ き

根嘉明

福
ふ く だ た だ お

田正男

佐
さ の よ し は る

野義晴

平
ひらまつよしのり

松吉祝

溝
みぞし た か ず お

下一夫

小
おざわ よ し あ き

澤嘉曜

仲
な か だ ゆ う こ

田裕子

冨
とみざわやすひろ

澤保宏

河
か わ ら ざ き

原崎　聖
　きよし

坂
さかした

下　 修
　おさむ

中
な か の こ う じ

野浩二

松
まつもと

本　 敏
　さとし
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議
会
だ
よ
り
編
集
等
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
新
し
い

メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
て
編
集
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

委
員
長　
　

大
石　

節
雄

　
　

副
委
員
長　
　

藤
本　

善
男

　
　

委　
　

員　
　

清
水　

唯
史

　
　
　
　
　
　
　
　

八
木　

伸
雄

　
　
　
　
　
　
　
　

星
野　

哲
也

　
　
　
　
　
　
　
　

桜
井　

洋
子

　

島
田
市
議
会
事
務
局　

℡
３
６
｜
７
２
０
４

　

Ｅ
メ
ー
ル　

gikai@
city.shim

ada.shizuoka.jp

　

島
田
市
議
会
で
は
、
本
年
４
月
１
日
の
議
会
基
本
条
例

の
制
定
に
伴
い
、
本
会
議
だ
け
で
は
な
く
、
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、全
員
協
議
会
、議
員
連
絡
会
等
が
、原

則
公
開
と
な
り
、
傍
聴
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
議
会
事
務

局
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

委
員
会
等
も
公
開
に
な
り
ま
し
た

議会についてのＱ＆Ａ

総務消防
常任委員会
委員　８人

島田市
（市　長）

議案提出

議決結果報告

議案付託 審査結果報告

民生病院教育
常任委員会
委員　８人

経済建設文化
常任委員会
委員　７人

島田市議会（本会議）
議員　２３人

　　本会議と常任委員会はどのような
　　関係になっているの。Q

　　議会の最終的な意思決定（議決）は、本会議で行われます
が、この本会議の予備審査機関として常任委員会が設けら

れています。
　このような常任委員会を設けるのは、本会議ですべての議案
等を議論するよりも、所管（担当部門）ごとに分かれて、専門
的に議案等の審査を行ったほうが、より深まった議論ができ、
また、審査も能率よくできるからです。

◆市議会の構成と仕組み

A


